
名神名阪連絡道路

有識者委員会（第１回）

令和４年１１月１６日（水）

滋賀県 道路整備課・三重県 道路企画課

めいしん めいはん れんらく どうろ



目次

01. 地域特性 ・・・ １

02. 道路交通課題 ・・・ ６

03. 地域の将来像 ・・・１６

04. 政策目標（案） ・・・２０

05. 意見聴取方法（案） ・・・２１

06. 有識者委員会および

意見聴取（PI）の流れ（案） ・・・２５



01．地域特性 （位置）

▼対象地域周辺の道路ネットワーク

•名神名阪連絡道路は、名神高速道路八日市IC付近から名阪国道上柘植IC付近（以下、「対象区間」という。）に至る約30㎞の高
規格道路※で、国道1号や新名神高速道路等の主要な道路と交差し、滋賀県東近江市、蒲生郡日野町、甲賀市、三重県伊賀市
の3市1町（以下、「対象地域」という。）を通過する。

▼対象地域の位置
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※名神名阪連絡道路は令和３年７月の新広域道路交通計画において高規格道路に位置づけられるとともに、令和４年４月に重要物流道路に指定された。
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01．地域特性 （人口）

▼対象地域における人口伸び率▼対象地域における人口

•対象地域の人口は、約３１万人。
•人口伸び率は、対象地域の全てで各県平均を下回っており、人口減少の傾向。

▼対象地域の人口伸び率（H17を1.0とした場合）
出典：R2国勢調査

（平成17年基準、令和2年度）

東近江市
96.6％

日野町
91.9％
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東近江市
27.2％

日野町
31.1％

甲賀市
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出典：H17～R2年国勢調査

▼対象地域における高齢化率
（令和2年度）

対象地域のすべて
で各県平均よりも
高齢化が進行
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対象地域の合計人口は約３１万人
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01．地域特性 （産業）

•人口が減少傾向にも関わらず、滋賀県・三重県の製造品出荷額等は、近年増加傾向。対象地域も同様に増加傾向。
•滋賀県内における対象地域の製造品出荷額等は、県内の約1/4を占める。なかでも甲賀市の製造品出荷額等は、県内トップ。
•対象地域の総生産における第２次産業の割合は非常に高く、全国値の２．３倍。地域の重要な産業となっている。

▼製造品出荷額等の伸び率（H21を1.0とした場合） ▼製造品出荷額等の割合

▼総生産における第2次産業の割合

※周辺圏域：滋賀県、京都府、三重県、
奈良県、大阪府、福井県

出典：工業統計調査（H17～H22、H24～H26、H28～R2）
経済センサス（H23、H27）

▲滋賀県内の地域別製造品出荷額等の割合 ▲三重県内の地域別製造品出荷額等の割合
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製造品出荷額等は
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出典：H30年度滋賀県市民経済計算
H30年度滋賀県民経済計算
H30年度国民経済計算

H30年度三重県市民経済計算
H30年度三重県民経済計算

甲賀市の製造品
出荷額等は
滋賀県内トップ

出典：R2年工業統計調査（R1実績）
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出典：R2年工業統計調査（R1実績）

出典：R2年工業統計調査（R1実績） 出典：R2年工業統計調査（R1実績）
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01．地域特性 （物流） 4

•対象地域を起終点とする貨物車OD交通量は、周辺地域以外では、 対象地域の中心から100km圏内にある国際戦略港湾、国
際拠点港湾、重要港湾周辺が多い。
•港湾区域周辺の貨物車OD交通量の合計では、四日市港が最も多く、次いで名古屋港、津松阪港、大阪港の順で多い。

出典：平成27年度全国道路・街路交通情勢調査 自動車起終点調査

対
象
区
間

▼国際戦略港湾・国際拠点港湾・重要港湾区域周辺※1への貨物車※2センサスOD交通量

対象地域

大阪港
港湾区域周辺

549台/日

堺泉北港
港湾区域周辺

341台/日

神戸港
港湾区域周辺

221台/日

尼崎西宮芦屋港
港湾区域周辺
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港湾区域周辺
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舞鶴港
港湾区域周辺

19台/日

名古屋港
港湾区域周辺

672台/日

四日市港
港湾区域周辺

711台/日

津松阪港
港湾区域周辺

567台/日

衣浦港
港湾区域周辺

46台/日 三河港
港湾区域周辺

74台/日

和歌山下津港
港湾区域周辺

52台/日

阪南港
港湾区域周辺

8台/日

対象地域の中心から100km圏

M 国際戦略港湾

M 国際拠点港湾

M 重要港湾

工業団地

単独の工業用地

国際・重要港湾～60分到達圏域

M 国際戦略港湾

M 国際拠点港湾

M 重要港湾

工業団地

単独の工業用地

国際・重要港湾～60分到達圏域

M 国際戦略港湾

M 国際拠点港湾

M 重要港湾

工業団地

単独の工業用地

国際・重要港湾～60分到達圏域

対象地域発着 貨物車OD交通量

貨物車交通なし

25 台/日未満

25 - 50 台/日

50 - 100 台/日

100 台/日以上

対象地域発着
貨物車OD交通量（Bゾーン単位）

対象地域発着
港湾区域周辺への貨物車OD交通量
（Bゾーン単位から集計）

100台/日未満

100 ～ 250台/日

250 ～ 500台/日

500台/日以上

※2 貨物車交通量：
車種区分が小型貨物車・普通貨物
車の台数を算出
（軽貨物は含んでいない）

※1 港湾区域周辺：
各港湾の港湾区域を包括する
Bゾーンを港湾区域周辺として集計

名神名阪連絡道路は
令和4年4月に
重要物流道路に指定



01．地域特性 （広域交通） 5

•対象地域を起終点とする交通量は、近畿方面が最も多く、次いで中部方面が多い。各方面への移動は、高規格道路である名神
高速道路、新名神高速道路、名阪国道の利用が多い。

対象地域発着OD交通量（全車種）
（Bゾーン単位から集計）

500台/日未満

500 ～ 1,000台/日

1,000 ～ 10,000台/日

10,000台/日以上

!R 府県庁

防災拠点

!( 三重県広域防災拠点

!( 滋賀県広域輸送拠点

道路種別

高速道路

直轄国道

液状化可能性（最大ケース）

対象層なし

可能性なし（PL=0）

可能性 小（0<PL<=5）

可能性 中（5<PL<=15）

可能性 大（15<PL）

高規格幹線道路等

その他直轄国道

対
象
区
間

出典：平成27年度全国道路・街路交通情勢調査 自動車起終点調査

近畿方面
（京都府・大阪府・兵庫県・奈良県・和歌山県・

滋賀県（対象地域を除く））

210,034台/日

中部方面
（岐阜県・静岡県・愛知県・

三重県（対象地域を除く））

59,514台/日

関東方面
（茨城県・栃木県・群馬県・埼玉県・千葉県・

東京都・神奈川県・山梨県・長野県）

1,693台/日

東北方面
（青森県・岩手県・宮城県・

秋田県・山形県・福島県）

141台/日

北陸方面
（新潟県・富山県・石川県・福井県）

1,152台/日

中国方面
（鳥取県・島根県・岡山県・

広島県・山口県）

832台/日

四国方面
（徳島県・香川県・愛媛県・高知県）

107台/日

九州方面
（福岡県・佐賀県・長崎県・熊本県・

大分県・宮崎県・鹿児島県）

208台/日

対象地域
（東近江市・日野町・甲賀市・伊賀市）

内内441,121台/日

名神高速道路

新名神高速道路

名阪国道
【R1年実績】

対象地域

2.5％未満

2.5～5.0％未満

5.0～7.5％未満

7.5～10.0％未満

10.0％以上

対象地域

▼対象地域を起終点とするセンサスOD交通量
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調査地点 車籍地（ナンバープレート）内訳

写真③

至 伊賀

0１．地域特性 （通過交通）

▼大型車車籍地調査結果
（国道307号・県道4号草津伊賀線 上下線断面合計）

•対象区間に流入する大型車は通過交通が半数以上を占めており、対象区間の現道は広域的な物流も担っている。
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調査地点：①

調査結果：令和3年8月31日（火）7:00～12:00

地点①
国道307号

地点②
国道307号

地点③
県道４号

草津伊賀線

写真①

（東近江市）

（甲賀市）
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※車籍地・台数・割合（%）

写真②

至 東近江

至 伊賀

写真①

至 東近江

至 伊賀

写真③

八日市IC

上柘植IC

伊賀IC

至 東近江

▼八日市から流入する現道の
大型車交通の分布（八日市→柘植方向）

▼柘植から流入する現道の
大型車交通の分布（柘植→八日市方向）

※令和3年4月1日～令和3年4月30日のETC2.0大型車交通量を集計

大型車交通の分布
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地点①N=1,127台

県外ナンバーが約半数

滋賀県
43%

三重県 6%

その他

52%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

地点②N=1,719台

県外ナンバーが半数以上

滋賀県 24%

三重県 8%

その他

67%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

地点③N=936台

県外ナンバーが約７割

御園交差点

上柘植交差点

御園交差点

上柘植交差点

調査地点：②

写真②

（日野町）

64

調査地点：③

Ｅ１Ａ
甲賀土山IC

現
道
メ
イ
ン
ル
ー
ト



8

•対象地域周辺の高規格道路には事前通行規制区間が存在し、なかでも名神高速道路(八日市IC～竜王IC間)、名阪国道（関IC～伊賀IC間）

では連続雨量200㎜以上で通行止めとなるなど、降雨時における迂回機能の不足が課題。

災害時（雨・風・雪）通行止め回数版
に修正02．道路交通課題 （防災：降雨による事前通行規制） 7

事前通行規制

名阪国道

新名神高速道路

名
神
高
速
道
路

対
象
区
間

伊
勢
自
動
車
道

竜
王

八
日
市

草
津

事前通行規制区間
（連続雨量250mm）

信
楽 事前通行規制区間

（連続雨量2８0mm）

甲
賀
土
山

事前通行規制区間
（連続雨量180mm）

亀山
JCT

事前通行規制区間
（連続雨量270mm）

関伊
賀

事前通行規制区間
（連続雨量200mm）

出典 道路防災情報Webマップ（中部地方整備局）
道路防災情報Webマップ（近畿地方整備局）

連続雨量230～340ｍｍ以上で規制

◆事前通行規制区間（緊急輸送道路（高速道路・直轄国道）上）

連続雨量160～200ｍｍ以上で規制

N

事前通行規制区間
（連続雨量160mm）

事
前
通
行
規
制
区
間

（連
続
雨
量
3
1
0
m
m
）

事
前
通
行
規
制
区
間

（連
続
雨
量
3
4
0
m
m
）

伊勢関

芸濃

久居

事
前
通
行
規
制
区
間

（連
続
雨
量
3
3
0
m
m
）

鈴鹿

事前通行規制区間
（連続雨量230mm）

事前通行規制区間
（連続雨量200mm）

京都東

五
月
橋

天
理
東

対象地域周辺で
降雨による事前通行規制区間が存在

高規格幹線道路

その他直轄国道

補助国道、主要地方道、一般県道

路線種別

RoadLinkBasic2252_Jgd06_直轄国道以上

RoadLinkBasic2252_Jgd06_直轄国道以上

補助国道

主要地方道

一般県道

亀山
事前通行規制区間
（連続雨量300mm）

※NEXCO管理の高速道路においては、連続雨量が記載されている
基準値に達していない場合であっても、時間雨量と連続雨量の組み
合わせにより、通行止めとなる場合がある



02．道路交通課題 （防災：通行止め発生状況）

•対象地域周辺の名神高速道路、新名神高速道路、名阪国道では、事故や災害等による通行止め発生時における迂回機能の
不足が課題。

▼対象地域周辺の名神高速道路・新名神高速道路および
名阪国道の通行止め発生状況（件数と通行止め時間）

▼名神高速道路・新名神高速道路および
名阪国道の通行止め状況

8

【名神高速道路】米原JCT～草津JCT間

【新名神高速道路】亀山JCT～草津JCT間

【名阪国道】亀山IC～天理IC間

出典：NEXCO中日本、西日本提供データ(H24～R3年度合計)

出典：NEXCO中日本、西日本提供データ(H24～R3年度合計)

出典：北勢国道事務所、奈良国道事務所提供データ(H24～R3年度合計)

名
神
名
阪
連
絡
道
路

名
神
名
阪
連
絡
道
路

名
神
名
阪
連
絡
道
路

対象地域周辺の
名神高速道路・新名神高速道路および名阪国道で

通行止めのリスク

N

新名神
高速道路

名
神
高
速
道
路

米原JCT

彦根IC

八日市IC

竜王IC

栗東湖南IC

栗東IC

草津JCT

草津田上IC

亀山西JCT

甲賀土山IC
甲南IC

信楽IC

亀山IC

上柘植IC

針IC

対
象
区
間

天理IC

亀山JCT

路線種別

高規格幹線道路

その他直轄国道

N

新名神
高速道路

名
神
高
速
道
路

米原JCT

彦根IC

八日市IC

竜王IC

栗東湖南IC

栗東IC

草津JCT

草津田上IC

亀山西JCT

甲賀土山IC
甲南IC

信楽IC

亀山IC

針IC

対
象
区
間

上柘植IC

天理IC

亀山JCT

路線種別

高規格幹線道路

その他直轄国道

 5（時間/10年間）未満

10（時間/10年間）未満

10（時間/10年間）以上

20（件/10年間）未満

30（件/10年間）未満

30（件/10年間）以上

通行止め件数

※H24～R3年度合計件数

200（時間/10年間）未満

250（時間/10年間）未満

250（時間/10年間）以上

※H24～R3年度合計時間

通行止め時間



出典：関東ブロック新広域道路交通計画 R3年7月
新広域道路交通計画中部ブロック版 R3年3月
新広域道路交通計画近畿ブロック版 R3年7月

※各路線（事業中区間含む）の延長は中日本高速道路株式
会社、西日本高速道路株式会社HP掲載情報をもとに算定（地図：国土地理院）

77.0

23.5 78.3

10

•東名高速道路・名神高速道路と新東名高速道路・新名神高速道路のラダー(東西軸を結ぶ南北線)の平均間隔が約21kmである
のに対し、対象地域周辺におけるラダー間隔は78.3kmと長く、経路の選択肢が少なく、災害時等の迂回機能の不足が課題。

災害時（雨・風・雪）通行止め回数版
に修正02．道路交通課題 （防災：高規格幹線道路のラダー機能） 9

▼東名高速道路・名神高速道路及び新東名高速道路・新名神高速道路のラダーネットワーク

東名高速道路・名神高速道路

新東名高速道路・伊勢湾岸自動車道・新名神高速道路

新東名高速道路・新名神高速道路(事業中区間)

東名阪自動車道・名阪国道・西名阪自動車道

JCT 、

IC 、

平均ラダー間隔

東名高速道路・名神高
速道路

(469.9 km)

高規格道路と
一般広域道路

約 22.4 km

高規格道路のみ 約 39.2 km

新東名高速道路・伊勢
湾岸自動車道・新名神

高速道路
(412.3 km)

高規格道路と
一般広域道路

約 19.6 km

高規格道路のみ 約 34.4 km

ラダーネットワーク凡例

高規格道路
(高規格幹線道路、
地域高規格道路等)

供用中

事業中

一般広域道路
(直轄国道や一部の補助国
道等)

供用中

事業中

新名神高速道路と
名阪国道

の対象地域周辺の
ラダー間隔は
77.0kmと最長8.7

59.6 20.8

平均ラダー間隔

新名神高速道路
(106.1 km)

高規格道路と
一般広域道路

約 21.2 km

高規格道路のみ 約 26.5 km

東名阪自動車道・名阪
国道・西名阪自動車道

(124.4 km)

高規格道路と
一般広域道路

約 24.9 km

高規格道路のみ 約 31.1 km

8.8 29.1 27.9 37.4 48.312.4 11.6 7.6 5.1 12.9 7.6 27.2 24.9 18.3 15.0 4.6 33.6 10.1 4.0 1.5 km82.2

飛
島

湾
岸
桑
名

東名高速道路・名神高速道路と
新東名高速道路・新名神高速道路
の対象地域周辺のラダー間隔は
78.3kmと２番目に長い

高規格幹線道路の
ラダー機能が不足



02．道路交通課題 （防災：災害支援） 10

•大規模地震発生時においては、一般道路だけでなく高規格道路でも機能障害等が発生するリスクがあり、災害支援や復旧活動
などを支える災害に強い道路ネットワークの不足が課題。

▼対象地域周辺の液状化可能性分布（南海トラフ地震 最大ケース）

出典：・南海トラフの巨大地震モデル検討会（第二次報告）（別添資料）―液状化可能性、沈下量について―平成24年8月29日
・滋賀県地域防災計画（災害時応援協定編・参考編） 令和４年３月
・三重県広域防災拠点施設等基本構想（改訂版） 平成２５年３月

!R 府県庁

防災拠点

!( 三重県広域防災拠点

!( 滋賀県広域輸送拠点

道路種別

高速道路

直轄国道

液状化可能性（最大ケース）

対象層なし

可能性なし（PL=0）

可能性 小（0<PL<=5）

可能性 中（5<PL<=15）

可能性 大（15<PL）

【R1年実績】

対象地域

2.5％未満

2.5～5.0％未満

5.0～7.5％未満

7.5～10.0％未満

10.0％以上

対象地域

※液状化対象地形かつ震度
5弱以上メッシュのみ表示

高規格幹線道路等

その他直轄国道

救
援
物
資
・活

動
部
隊

(空
輸
)救
援
物
資
・活

動
部
隊

(空
輸
)救
援
物
資
・活

動
部
隊

大規模災害時等の有事の
際に対して滋賀県・三重県
で応援協定を締結

※PL値：液状化可能性指数

名神高速道路

新名神高速道路

名阪国道

対
象
区
間

大規模災害時等には広域
的な支援が可能
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御園

瓜生津

諸木大橋
北詰

松尾北

日田

深山口
油日

上拓植

倉部北

上
柘
植
IC

E１A

八日市IC

甲賀土山IC

E１

蒲生SIC

E２５ 名阪国道

新名神
高速道路

名神
高速道路

◯：交通調査基本区間番号境界

頓宮

鳥居野

相模

地図：国土地理院道路地図

徳原 田堵野西

大原市場

国道307号 草津伊賀線

甲南IC

日野徳原線・甲賀土山線等

E１

1

307

477

421

307 4

状況写真①

日野水口
グリーンバイパス

状況写真②

02．道路交通課題 （物流：生活道路の大型車混入率）

•対象区間の現道は、大型車混入率が高く、補助国道と主要地方道の全国平均値を全区間で上回る。
•特に対象地域の南部では、規格の高い道路がなく、大型車混入率が40%以上の区間も多数存在し、安全性に課題。

▼計画対象地域各路線における大型車混入率 ▼国道307号と県道草津伊賀線等の大型車混入率

日野町商工観光課
• 国道307号は沿道に工業団
地や大規模事業所が多く大
型車の通行が多い。普段は
住民も使う道路であり、物流
交通と生活交通が混在して
いるのが課題。

東近江市都市整備部
• 国道307号は大型車の
交通量が多く、通過交
通も多いイメージ。

凡例

大型車混入率

10 %未満

10～20 %未満

20～30 %未満

30～40 %未満

40 %以上

車線数

2車線以下

4車線以上

名阪国道

新名神高速道路

（出典：平成27年度全国道路・街路交通情勢調査）

（出典：平成27年度全国道路・街路交通情勢調査）

大型車混入率
40%以上

並行する南北方向
の路線の中で
特に大型車
混入率が高い

上柘植IC

甲南IC
信楽IC

八日市IC
蒲生SIC

竜王IC

栗東湖南IC

栗東IC

下柘植IC
伊賀IC 南在家IC

甲賀土山IC

湖東三山SIC

草津JCT瀬田西IC

N

8

1

477

307

307

1

Ｅ１

Ｅ２５

Ｅ１Ａ

307

1

307

477

477

8

307

421

11

大
型
車
混
入
率

【箇所②】
甲賀市
土山町大野

【箇所①】
日野町
安部居

大型車混入率４０％
全区間で

全国平均を上回る

滋賀・三重両県の補助国道
・主要地方道(県道)平均

11．2%

全国の補助国道
・主要地方道(県道)平均

11．5%

状況写真②状況写真①



02．道路交通課題 （物流：工業用地のアクセス性）

•対象地域には工業用地が多数存在。日野町の工業用地は高速IC10分圏域外に位置しているが、新たな工業用地を計画されて
おり、物流の効率化や生産性向上のためには、更なるアクセス性の改善が求められる。

▼工場等立地状況

出典：甲賀市

出典：【工業用地】国土数値情報
【圏域算定速度】H27全国道路・街路交通情勢調査混雑時旅行速度（上下平均）

N

Ｅ１

Ｅ１Ａ

Ｅ２５

1

307

477

307

1

421

25

8

422

名阪国道

新名神高速道路

163

163

306

瀬田西IC

草津田上IC

上柘植IC

信楽IC

甲南IC
甲賀土山IC

栗東IC

栗東湖南IC

竜王IC

蒲生SIC
八日市IC

湖東三山SIC

南在家IC

伊賀一之宮IC

▼工業用地等へのアクセス性

■新名神甲賀工業団地
第1期整備区域面積：15.5ha

■日野工業団地
企業数：8社

■日野（大谷）、日野住宅工業団地
企業数：13社

■寺尻工業団地
企業数：3社

出典：日野町提供資料（R4年1月現在）

日野町商工観光課
• 日野工業団地付近の国道307号は
通勤時間帯に混雑する。国道307
号沿いに新たな工業団地（（仮称）
松尾鳥居平工業団地）計画がある
が、さらに道路混雑が悪化しないか
懸念がある。

12

日野工業団地/日野第二工業団地

日野（大谷）工業団地
日野住宅工業団地

出典：甲賀市HP

■日野第二工業団地
企業数：33社

甲賀市商工労政課
• 新名神甲賀工業団地第1期整備区
域は令和3年4月に事業用地が完売
し、今後拡張する予定である。

伊賀市商工労働課
• 関西圏や中京圏だけでなく、より北
側にもアクセスしやすくなれば、北
陸地方の企業も進出しようと注目す
ると思う。

竜王IC

対
象
区
間

上柘植IC

甲賀土山IC

甲南IC

蒲生SIC

八日市IC

下柘植IC

伊賀IC
名阪国道

新名神高速道路

甲賀市

蒲生郡
日野町

伊賀市

Ｅ１

Ｅ１Ａ

Ｅ２５

1

421

477

307

1

25

甲賀工業団地

甲賀西工業団地

（仮称）鳥居平
工業団地

307

出典：【工業用地】国土数値情報
各市町のヒアリング結果による情報を加筆

御代IC

東近江市

工業用地

日野町付近の
工業用地は
ＩＣ10分圏域外

日野工業団地/
日野第二工業団地

日野(大谷)工業団地/
日野住宅工業団地

寺尻工業団地

工業用地

重要物流道路

IC～10分圏域

高規格幹線道路

その他直轄国道

補助国道、主要地方道、一般県道

路線種別

RoadLinkBasic2252_Jgd06_直轄国道以上

RoadLinkBasic2252_Jgd06_直轄国道以上

補助国道

主要地方道

一般県道

高規格幹線道路

その他直轄国道

補助国道、主要地方道、一般県道

路線種別

RoadLinkBasic2252_Jgd06_直轄国道以上

RoadLinkBasic2252_Jgd06_直轄国道以上

補助国道

主要地方道

一般県道

国道1号（重要物流道路）
へのアクセスが良好



02．道路交通課題 （物流：国際戦略・国際拠点・重要港湾へのアクセス性） 13

•対象地域には工業用地が多数あるものの、国際戦略・国際拠点・重要港湾の60分到達圏域外に位置し、物流の効率化や生産性
向上のためには、更なるアクセス性の改善が求められる。

▼国際戦略・国際拠点・重要港湾からの60分到達圏域図

対
象
区
間

対象地域周辺の
事業所、工業用地群は

国際戦略・国際拠点・重要港湾の
60分圏域外

出典：【工業用地・港湾】国土数値情報
【圏域算定速度】H27全国道路・街路交通情勢調査混雑時旅行速度（上下平均）

M 国際戦略港湾

M 国際拠点港湾

M 重要港湾

工業団地

単独の工業用地
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補助国道、主要地方道、一般県道

路線種別

RoadLinkBasic2252_Jgd06_直轄国道以上

RoadLinkBasic2252_Jgd06_直轄国道以上

補助国道

主要地方道

一般県道



02．道路交通課題 （交通安全：事故発生率）

•国道1号以北の国道307号等では両県平均の約1.9倍の事故が発生、重大事故も両県平均の約1.2倍発生している。
•国道1号以南の草津伊賀線等では、規格の高い道路がなく、生活交通と物流交通が混在しており、歩行者と自転車が関与する
事故発生率が両県平均の約1.6倍発生している。

津松阪港に立地する物流事業者
• 対象地域の現道は街燈も少なく、道
幅も狭く運転しにくい。歩行者や自
転車の急な飛び出しなどでヒヤリハ
ット体験したこともある。

甲賀市に立地する物流事業者
• 対象地域の現道は道幅が狭く通り
にくい。混雑しており、対面通行なの
で走りにくい。

14

▼事故発生件数（単位kmあたり）

▼大型車ドライバーの声

▼重大事故発生件数（単位kmあたり）
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出典：イタルダ事故データ（H28-R1）

現道ルート全体
（ルート①+②）

ルート①
国道307号等

ルート②
草津伊賀線等

滋賀県・三重県平均 3.1件/km

滋賀県・三重県平均の

約1.9倍

0.28

0.44

0.06

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5
(件/km)

出典：イタルダ事故データ（H28-R1）

現道ルート全体
（ルート①+②）

ルート①
国道307号等

ルート②
草津伊賀線等

滋賀県・三重県平均 0.36件/km

滋賀県・三重県平均の

約1.２倍

13.7%

12.0%

25.0%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

出典：イタルダ事故データ（H28-R1）

現道ルート全体
（ルート①+②）

ルート①
国道307号等

ルート②
草津伊賀線等

滋賀県・三重県平均 15.9％

滋賀県・三重県平均の

約1.６倍

N

名阪国道

八日市IC

上柘植IC

307

1

甲賀土山線

草津伊賀線

日野徳原線

421

ルート①
名神-新名神間
国道307号等

ルート②
新名神-名阪国道間
草津伊賀線等

頓宮
交差点

御園小 愛東南小

市原小

桜谷小

日野小

必佐小

南比都佐小

大野小

佐山小

大原小

油日小

柘植小

小学校バス

▼計画対象地域における大型車主要利用現道ルート※

Ｅ２５

Ｅ１Ａ

Ｅ１

凡例

大型車が多い主要現道

指定通学路区間

沿線に位置する小学校

※イタルダ事故データは道路交通センサス対象の幹線道路の事故データであり、センサス道路で現道ルートを設定

写真②

写真②

写真①

写真①

幅員：6.3m

幅員：6.6m

通学児童と通行
車両の混在

307

307

477

477

421

東近江市

日野町

甲賀市

伊賀市

1

▼歩行者と自転車が関与する事故発生率
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02．道路交通課題 （観光：観光地間の連絡性）

•対象地域の観光入込客数は年々増加傾向、近年では伊賀市、甲賀市、亀山市による連携の取組みも進められている。
•琵琶湖周辺や伊勢湾周辺には観光入込客数が50万人/年を超える観光施設が多数存在。それらの観光施設と伊賀・甲賀エリ
アの観光施設を周遊するための道路ネットワークが不足。

▼対象地域及び周辺の主な観光地

出典：滋賀県観光入込客統計調査（R2）
三重県観光レクリエーション入込客数推計書（R2）

名神名阪連絡道路の整備で
期待される新たなルート

▼昇龍道のコースについて

伊賀・甲賀エリアは観光庁により広域観光拠点地
区に指定されており、それらを結ぶ新たな広域観
光周遊ルート（昇龍道）への形成が期待される

出典：滋賀県観光入込客統計調査（H27～R2）、三重県観光レクリエーション入込客数推計書（H27～R2）
観光庁 共通基準による観光入込客統計（H27～R2）

※全国平均値は観光庁 共通基準による観光入込客統計にH27～R2年値がすべて公表されている25県の
平均値を算出

N

▼対象地域の観光入込客数

対象地域の観光入込客数は
年々増加傾向

15

日本遺産

出典：伊賀流忍者博物館

日本遺産

・甲賀の里 忍術村

出典：(一社)甲賀市観光まちづくり協会

・伊賀流忍者博物館

琵琶湖周辺に
人気観光施設が集積

観光地間に移動に
時間を要しています

R2年入込客数

!( 30万人未満

!( 30～40万人

!( 40～50万人

!( 50～100万人

!( 100万人以上

計画対象地域付近
50万人未満／年エリア

対
象
区
間

名神高速道路

新名神高速道路

名阪国道

コロナ禍に
よる減少

伊勢湾周辺に
人気観光施設が集積

路線種別

高規格幹線道路等

その他直轄国道

補助国道



03．地域の将来像（滋賀県） 16

滋賀県新広域道路交通ビジョン、計画（令和3年3月）
計画期間：概ね20～30年間

広域道路
ネットワーク

・県内を効率的に連絡する幹線道路として環状道路を整備し、加えて、
広く県外との連絡・交流のため、環状道路間を接続し、近畿圏、中部圏、
北陸圏へ伸びていく放射状道路を整備することも必要である。
・これらの環状道路と放射状道路を組み合わせて、県の骨格となる幹
線道路ネットワークを形成し、高規格幹線道路から、地域内の幹線道
路まで、役割の異なる道路が階層的に機能しながら構成される。

産業活動を
支援

・広域的な交流促進や物流効率化に資する高速道路へのアクセス道路
を整備することにより、大学や研究施設、工業団地間の連絡を強化して
既存施設の付加価値を高めるとともに、主要拠点間のネットワーク強化
により、新規成長産業の創出を支援する道路整備を推進する。

地域間交
流・振興を
支援

・地域間交流を促進し、地域振興を支援する道路整備を推進し、拠点相
互間のネットワークを強化することで、地域間交流を促進し、観光産業
の振興を支援する。

平常時・災
害時を問わ
ない高い信
頼性

・平常時においては既存の高規格道路等へのアクセス道路を整備し、
高速性・定時性を確保する。
・震災等の大規模災害時における生命線として、広域的に重要な役割
を担う重要物流道路や緊急輸送道路について、複数ルートの利用が可
能となるリダンダンシーの高い道路ネットワークを構築する。

近江八幡八日市都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（平成31年3月) 計画年次：平成31年～令和7年まで

広域ネットワークの充実・強化 ・今後とも産業活動を支援するため、名神名阪連絡道路の整備を進める。広域交通ネットワークの充実・強化を図る。

市街地及び地域間交通を支える
道路網の形成

・混雑解消を図るため、交通渋滞箇所の優先的整備や骨格幹線道路整備を効率的かつ計画的に行う。
・市街地及び商業拠点、産業拠点、拠点集落等を相互に連絡する地域間交通ネットワークの充実・強化を図る。

甲賀都市計画都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（令和3年5月) 計画年次：令和3年～令和13年

主要幹線道路の充実・強化 ・広域交通ネットワークの充実・強化を図り、名神名阪連絡道路（自動車専用道路）の整備に向けた調査を進める。

市街地を支える道路網の形成 ・隣接する三重県とは生活圏としても繋がりが深いため、県境付近における道路整備を効率的かつ計画的に行う。

出典：滋賀県道路整備マスタープラン(案）

▼目指すべき将来像を実現するための道路整備

名神名阪
連絡道路



03．地域の将来像（滋賀県） 17

東近江市都市計画マスタープラン（令和2年6月）
目標年次：令和12年

周辺都市・都
市圏との連携・
交流の強化

・京阪神都市圏と中京都市圏、隣接都市との連携、交流
（産業、観光交流）を強化する。

多様な活動の
基盤となる交
通ネットワーク
の形成

・広域交通の有効活用による都市間交流の活性化、市
内各地域の交流の活性化、市街地における回遊性の向
上等、市域の一体性の強化を図っていくため、交通網の
整備及び充実を図る。

広域交流軸の
整備

・広域交流軸として、名神名阪連絡道路の整備を推進す
る。

出典：甲賀市都市計画マスタープラン

▼交通関連施設等整備方針図（甲賀市）

日野町都市計画マスタープラン（令和4年4月）
目標年次：令和4年度～令和13年度まで

広域移動や
将来都市構
造への影響

・名神名阪連絡道路については今のところ詳細は未定
だが、法線を定め、具体的な計画により整備が進めば、
広域における人の移動やまちの将来都市構造に大き
な影響を与える可能性があるため、実際に整備が進む
場合を想定しながら、まちの都市計画を考えていく必要
がある。

国道307号の
整備促進

・国道307号の渋滞を解消することは、本町の交通円滑
化の上で重要であることから、整備の促進を図る。

甲賀市都市計画マスタープラン（平成29年8月）
計画期間：平成29年度～令和10年度まで

国土幹線道路のネット
ワーク強化

・名神名阪連絡道路の整備計画を促進し、東西方向の名神高速道路、新名神高速道路、名阪・東名阪自動車道のトリプル
ネットワークを南北方向に連結することで、広域ネットワークの強化、新たな企業立地に伴う生産性の向上、観光振興への貢
献、救急医療への貢献、災害時の代替路の確保等をめざす。

・名神名阪連絡道路の早期事業化をめざし、東西南北を結ぶ国土幹線道路網の充実を図る。

名
神
名
阪
連
絡
道
路
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伊賀都市計画都市計画の整備、開発及び保全の方針 計画書（令和2年9月)

計画年次：令和2年～令和12年

主要施設の配置
方針

• 本区域と滋賀県間で名神高速道路、新名神高速道路、名阪国
道を南北に結節する名神名阪連絡道路については、名阪国道
とともに中部圏や近畿圏との連携や滋賀県との連携による、産
業、レクリエーションおよび観光等の需要に対応する新たな広
域連携軸として整備に向けた検討を進める。

三重県新広域道路交通ビジョン、計画（R3.3） 計画期間：（概ね20～30年間）

県民の日常生活を支える渋
滞緩和のための道路ネット
ワークの強化

• 県内の観光地や施設周辺で発生する局地的な渋滞
や幹線道路で発生する慢性的な渋滞を緩和するた
め、高規格幹線道路や直轄国道バイパスなどの道
路ネットワーク整備を促進するとともに、交通の円滑
化を図る。

県内外との交流・連携を支え
る都市間ネットワークの強化

• 県内はもとより、県外とも交流・連携などを進めるた
めに、スムーズに移動するための都市間ネットワー
クの形成を推進する。

産業集積地域における経済
活動を支える物流ネットワー
クの強化

• 県内の製造業を中心としたものづくりにおいて、生産
性を向上するため、四日市港などを中心とした海外
との物流ネットワークや県外との広域的な物流ネット
ワークの強化により、物流の効率化を図る。

観光周遊や観光誘客のため
の主要な観光地を連絡する
ネットワークの強化

• 地域活性化のために、主要な観光地へのアクセスも
含めた広域的な道路ネットワークの強化により、海
外や県外からの来訪者の移動円滑化を図り、観光
周遊や観光誘客を促進する。

県民の皆さんの安全・安心の
ためのネットワークの強化

• 命と暮らしを守るとともに、安定的な物流を確保する
ために、高規格幹線道路や直轄国道バイパスなど
の道路ネットワークにおいて、ミッシングリンクやボト
ルネックの解消及び代替・補完路の確保などにより、
代替性の高いネットワークの形成を図る。

▼広域道路ネットワークのあり方

▼伊賀圏域将来都市構造図

出典：伊賀都市計画 都市計画の整備、開発及び保全の方針 計画書

出典：三重県新広域道路交通計画
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伊賀市立地適正化計画（平成30年3月）
計画年次：平成30年～令和22年

広域連携軸の強
化

・国土開発幹線自動車道の一部であり、高規格道路であ
る名阪国道と、今後整備予定の名神名阪連絡道路を、伊
賀市と周辺市町や県外とを結ぶ「広域連携軸」と位置づ
ける。

伊賀市都市マスタープラン（令和3年12月）
計画期間：令和3年～令和12年まで

広域連携も含め
た多様なつなが
りの実現

・国土開発幹線自動車道の一部であり、高規格道路であ
る名阪国道と、今後整備予定の名神名阪連絡道路を、伊
賀市と周辺市町や県外とを結ぶ「広域連携軸」と位置付
ける。

新たな企業誘致
の推進

・ゆめが丘東南部の新産業用地（約250ha）については、
積極的な企業誘致に努めるとともに、その潜在的な能力
向上のためにも、名神名阪連絡道路の延伸要望に取り
組む。

南北軸の強化・
充実

・伊賀圏域と滋賀県間で名神高速道路、新名神高速道路、
名阪国道を南北に結節する名神名阪連絡道路について
は、名阪国道とともに中部圏や近畿圏との連携や滋賀県
との連携による、産業、レクリエーション及び観光等の需
要に対応する新たな広域連携軸であるため、整備促進を
要請する。

・東西軸に比べ整備が遅れている南北軸を強化・充実さ
せるため、名神名阪連絡道路の整備促進と名阪国道か
らゆめが丘地区を経由し国道165 号に至るまでの区間に
ついても地域高規格道路としての計画化を要請する。

▼道路ネットワーク図（伊賀市）

出典：伊賀市都市マスタープラン
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政策目標

代替性の高い
ネットワークの形成

物流支援による
産業振興の促進

交通安全の確保

観光振興の促進

視点 課題 原因

防災

〇迂回機能の不足
• 対象地域周辺の高規格道路では、降雨や災害等による
通行止めのリスクがあり、迂回機能が不足している。

• 災害支援や復旧活動を支える災害に強い道路ネットワー
クが不足している。

• 名神高速道路、新名神高速
道路および名阪国道を結ぶラ
ダー間隔が長い。

• 南北方向に規格の高い道路
がない。

物流

〇広域物流を支える道路網の不足
• 今後、新たな企業の進出が予定されており、物流の効率
化や生産性向上のために、規格の高い道路へのアクセス
性の改善が必要。

• 生活道路が広域的な物流も担っている。

• 八日市IC付近～上柘植IC
付近に規格の高い道路がない。

交通
安全

〇安全な走行環境
• 大型車の混入率が高く、生活道路の安全性が確保され
ていない。

• 生活交通と物流交通が混在
している。

観光
〇観光地間を結ぶ道路ネットワークの不足
• 琵琶湖周辺と三重県の観光地間の連絡性・周遊性が低
い。

• 観光地間を結ぶ規格の高い
道路がない。
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対象 手法 具体的内容

関係機関

・地方公共団体
◦東近江市
◦日野町
◦甲賀市
◦伊賀市
◦近江八幡市
◦竜王町
◦湖南市
◦名張市

・経済団体
◦バス協会
◦トラック協会
◦商工会
◦沿線企業 等

・ヒアリング

・関係する地方公共団体に対し書面によるヒアリングを行い、意
見を聴取する。
・経済団体等に対し書面によるヒアリングを行い、意見を聴取す
る。

地域住民

・東近江市
・日野町
・甲賀市
・伊賀市

・説明会
・対象地域において各市町につき1～2回程度の説明会を実施し、
地域住民の意見を聴取する。

道路利用者
・オープンハウス
・HP

・対象地域の意見聴取が行いやすい場所（道の駅やＳＡ等）にお
いて6か所程度、オープンハウス形式（パネル展示および担当者
による説明）で道路利用者に対し説明し、意見を聴取する。
・滋賀県・三重県の他、関係する地方公共団体のHPにおいて情
報を公開し、意見を聴取する。
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06．有識者委員会および意見聴取（PI）の流れ（案）

第1回
有識者委員会

■政策目標、意見聴取方法、PIの進め方の決定

第1回
住民等意見聴取

■道路交通課題・政策目標に関する意見聴取

第2回
有識者委員会

■第1回意見聴取結果の確認
■ルート帯（3案）の方針決定

第2回
住民等意見聴取

■ルート帯（3案）に関する意見聴取

第3回
有識者委員会

■第2回意見聴取結果の確認
■ルート帯の決定

今回
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